
初
め
て
の
体
系
的
な
中
国
人
口
資
料

｜｜『ドキュメント
中
国の
人
口
管
理』
をよ
む
｜｜

も
う＝一
十
五
年
前
に
な
る
が 、
私
が
学
生
の
頃
に
読
ん
だ
仏

ル・
モ
ン
ド

紙の
ア
ジ
ア
通 、
ロ
ベ
ール
・

ギ
ラ
ン
記
者の
鋭い

中
国ル
ポ
に
は 、
『六

億の
蟻』
と
い
うタ
イ
ト

ル
が
つ
い
て
い

た 。
当
時 、
六
億
前
後
だっ
た
中
国
の
人
口
は 、
本
容
が
採
用
し

て
い
る
最
新の
人
口
セ
ン
サ
ス
（一
九
九
O
年）
の
結
果
に
よっ

て
も
す
で
に
十一
億
五
千
万
に
達
し
て
お
り 、
現
在
は
十二
億
も

し
く
は
実
際に
は
そ
れ
を
上
回
る
オ
ー

ダ
ー

に
達
し
て
い
る
と
い

え
よ
う 。

つ
ま
り 、
こ
の
間
に
中
国
の
人
口
は
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い

る
の
で
あ
る 。

一
方 、
森
林
被
蔽
率
が
国
土
の
十二パ
ー

セ
ン
ト

前
後（日
本

は
約
七
十パ
ーセ
ン
ト）

で 、
緑
が
き
わ
め
て
少
な
い
中
国
大
陸

は 、
可
耕
地
面
積
が
日
本
列
島
の
三
・

七
倍
程
度
と
推
定
さ
れ

る 。
その
う
え 、
人
口の
大
部
分
は
依
然
と
し
て
操
業
に
従
事
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
農
地
を
大
量
に
確
保
せ
ね
ば
な
ら
ず 、
現

実に
は
日
本
列
島
以
下の
面
積に
約
十
倍の
人
間
群
が
ひ
し
め
き

あっ
て
い
る
こ
と
に
な
る 。
都
市
お
よ
び
都
市
圏
（
帯
県市）
の

中

嶋
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な
か
じ
ま
・
み
ね
お
｛
東
京
外
航州
大
学

教
綬）
一

九
三
六
年、

必
本
市
生
ま

れ・

東
京
外
露
大
中
園
料
亭・

東
大
大

学
院
卒
（
社
会
学
博
士）・

現
代
中
国

学・

噌寄
宿『
現
代
中
国
首
＼
中
ソ
対
立

と
現
代
＼
北
京
烈
烈
＼
中
国
の
恕
劇』

他
多
数． 嶺

人
口
調
密
度
は 、
ま
さ
に
恐
るべ
き
もの
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

そ
れ
だ
け
に 、
一
人っ
子
政
策に
よ
る
「

人
口
管
理」
が
厳
重

に
施
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
が 、
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
ま
た 、
一

人っ
子
政
策
が
生
み
だ
す
様々
な
弊
害
を
よ
そ
に 、
中
国
は
最

近 、
年々
一
七
O
O
万
前
後
も
人
口
が
増
え
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に
見
た
だ
け
で
も 、
中
国
の
人
口
問
題
は 、
い
ま

や 、
た
ん
に
中
国
だ
け
の
問
題で
は
な
く 、
全
人
類
的
な
大
問
題

だ
と
い
え
よ
う 。

・本
曹
は 、
その
よ
う
な
中
国
人
口
問
題に
関
し
て
収
集
し
得
る

か
ぎ
りの
資
料
を
編
集・
訳
出
し
た
決
定
版
と
し
て 、
ま
こ
と
に

意
義
深
い
もの
で
あ
る 。
中
国
国
務
院
や
国
家
統
計
局 、
中
国
共

産
党
中
央
な
ど
の
国
家レ
ベ
ル
の
法
規
や
統
計
の
み
な
ら
ず 、

省
・

市
・
自
治
区の一
人っ
子
条
例
や
地
域
末
端の
人
口
管
理
政

策 、
戸
口
（戸
籍）
制
度
と
流
動
人
口
管
理
の
実
態 、
高
齢
化
と

社
会
保
障の
問
題に
ま
で
目
を
配っ
て 、
最
新の
デ
ー

タ
を
網
羅
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し
た
もの
は 、
私
の
知
る
か
ぎ
り 、
世
界
に
も
例
を
見
な
い
の
で

は
ない
か 。
本
曹
は
わ
が
国
の
学
界
やビ
ジ
ネ
ス
界 、
官
界の
み

な
ら
ず 、
広
く
中
国
問
題
に
闘
心
を
もっ
読
者
に
是
非
と
も
捻
奨

し
た
い
と
思
う 。

私
は
か
ね
て
か
ら 、
欧
米
の
大
学
・

研
究
機
関
で
は 、
「

人
口

学」
（
号
gom
E
B可）
の
講
座
が
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
る
の

に 、
わ
が
国
に
は
その
よ
う
な
分
野
が
未
確
立
で
あ
る
こ
と
に 、

問
題
を
感
じ
て
きて
い
た 。
こ
の
点
で
本
書の
編
者・
若
林
敬
子

氏
は 、
社
会
学
の
ディ
シ
プ

リ
ン
を
習
得
さ
れ
た
う
え

で 、
こ
の
とこ
ろ一
貫
し
て

中
国
人
口
学
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ 、
中
国
各
地
へ
の

フ
ィ
ール
ド

体
験
も
豊
か
な

数
少
ない
存
在
で
あ
る 。
私

が
若
林
氏の
業
績
に
注
目
し

た
の
は 、
か
つ
て
内
議
古
自

治
区
を
訪
れ
た
と
き 、
か
の

地
で
も一
人っ
子
政
策
を
推

奨
す
るス
ロ
ー

ガ
ン
や
産
児

制
限
指
導
班
に
出
会っ
て 、

そ
れ
ぞ
れ
の
省
・
自
治
区
が

中国の人口管理』

若林敬子／編
杉山太郎／監訳

亜紀魯房 ・ 刊
定 価8,240円
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『 ドキュメン ト

守
閣曙値盲円同制剛一

泊圃恥
同－h－E馴

』

ど
の
よ
う
な一
人っ
子
政
策
を
とっ
て
い
る
の
か
を
知
ろ
う
と
し

た
折
に 、
同
氏
が
すで
に
こ
の
点で
の
す
ぐ
れ
た
業
績
を
もっ
て

い
るこ
と
を
知っ
て
か
ら
で
あっ
た 。
同
氏の
編
集・
解
説
に
よ

る一
九
八
三
年

刊の
『

中
国
人
口
問
題』（『現代のエ
スプ
リ』
ぬ

一
九
O 、
歪
文
堂）
も
目
を
見
張
るべ
き
も
の
で
あっ
た
が 、
こ

の
よ
う
な
業
績の
う
え
に 、
長
年の
協
力
者 、
杉
山
太
郎
氏の
監

訳
に
よっ
て
本
密
が
成っ
て
い
る
の
で
あ
る 。

私
は
昨
年
春
に
福
建
省
を
訪
れ
た
と
き 、
直
門
市
公
安
局の一

派
出
所
前
に
「

農
村
人
口
が
都
市
人
口に
転
ず
るこ
と
に
関
す
る

政

策｜1
附公
発
（
八
九）
O
O一
号
文
件
｜｜」

と
い
う
布
告

が
あ
る
の
を
偶
然
に
見つ
け
た 。
そこ
に
は 、
農
村
か
ら
都
市へ

転
出
し
得
る
条
件
の一
つ
と
し
て 、
「

都
市
に
四
十
五
年
以
上
住

み 、
職
歴
が
二
十
五
年 、
都
市
で
の
結
婚
歴
が
五
年
以
上
の
者

で 、
その
配
偶
者の
農
村で
の
生
活
が
困
難
な
者
も
し
く
は
十八

歳
以
下の
その
子
女
は 、
証
明
白
をつ
け
て
公
安
局に
由申
請
す
れ

ば
許
可
証
を
得
る
可
能
性
が
あ
る」
と
い
っ
た
表
現
が
あ
り 、
想

像
を
絶
す
る
厳
し
い
「

人
口
移
動
管
理」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
現
地
で
知っ
て
驚い
た
経
験
が
あ
る 。
そ
れ
なの
に 、
農

村
か
ら
都
市へ
の
人
口
移
動（い
わ
ゆ
る
「盲

流」）
は
今
日
も
な

お
続
い
て
い
る 。

こ
う
し
た
中
国
人
口
問
題の
謎
を
と
くカ
ギ
を
も 、
本
容は
提

供
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う 。
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